


シリコーン79の特徴1

シリコーン79の性状と性能2

ハマタイト《シリコーン79》は、シリコーンの優れた耐
熱・耐寒性・耐候性とマスマチック型シーラントの密着
性とを兼ね備えた新しいタイプのものです。
この《シリコーン79》は、表面は硬化しますが、内部は、
長期間半硬化の状態を維持し、目地やせ、老化すること

はありません。
このため、強度の弱い被着材や接着が困難な被着材及
び接着力の弱い塗装面でも使用でき、特に油性コーキ
ング、マスチック型シーラントの補修用として最適な性
能を発揮します。

表面は硬化して弾性シーラントとして機能します。内部はマスチック状となり、塑性シーラントとして機能します。①

長期にわたり、内部は半硬化状態を維持します。②

施工のとき、プライマーは不要です。③

耐候性、耐久性にすぐれています。④

充填後は、シーリング材の収縮がありません。⑤

施工後の特性はほとんど変化しません。⑥

●劣化した油性
　コーキング材

●シリコーン79の性状

●シリコーン79で補修 ●弾性シーリング材で補修
被着体にオイル分が浸透しているので接着
不良です。防水不完全。

表面は硬化、内部は半硬化の粘着タイ
プですから、防水が完璧です。

（JISA 5758に基づく）
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各種シーリング材との比較3

施工前の準備4
油性コーキングなどの補修の場合油性コーキングなどの補修の場合
補修する個所の劣化した油性コーキングなどは必ずはつります。
一般に施工面が汚れていたり、湿っていたり、ゴミなどが付着していますと良好な性能を発揮することができませ
ん。施工面をウエスなどで拭き、汚れのひどいときには、トルエン、メチルエチルケトン、ノルマルヘキサンなどの
溶剤で拭いてください。

①

使用方法5
「シリコーン79」は4成分形ですので、下記の配合剤が揃っていることを確認してください。
　A. SC-SR2　基剤
　B. SC-SR2　硬化剤
　C. SC-SR2用カラーマスター
　D. 添加剤79
※配合剤は使用直前に混合してください。

新しい目地に「シリコーン79」を施工する場合新しい目地に「シリコーン79」を施工する場合
施工個所を溶剤などできれいに拭き、「シリコーン79」の特性が充分発揮できるように準備します。

②

●シリコーン79の性能

●シリコーン79の応力歪曲線
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